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継起 夕食後、シャワーを｛浴びて/浴び｝、歯をみがいた。 ○ ○
原因・理由 事故の知らせを｛聞いて/聞き｝、びっくりした。 ○ ○
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　⑸　Let’s go in for the kill.（いよいよ王手をかけるぞ。）
 （Randy Mayem Singer, Lesrie Dixon “Mrs.Doubtfire”）＜自分自身への働きかけ＞
　⑹　Let 's get you to the shore.（海岸にお連れしましょう。）
 （Maureen Crane Wartski “Boys' Life” 2007 （May） ） ＜意志の表明＞
　⑺　Let’s go home.（家に帰ろう。）（Lan, Ly “Singing Grass”）＜勧誘＞





bbs.kakaku.com 2013/03/05 22:11 ）
　⑼　は、google上にある、カメラ購入者の感想がのっている掲示版である。このページでは、購入
者の満足度に応じて星の数が示され、それと共に購入後の感想が記されている。購入予定者は購入前
にこれらの感想を読んで、買うかどうかを判断したりするわけである。ここでは、既に商品となって
日英語における勧誘表現の叙述的な機能について
鷲　野　亜　紀
194
日本語母語話者及び日本語学習者による動詞中止形の使用状況-「ＹＮＵ書き言葉コーパス」の調査を通じて-　宮崎聡子
　残されている課題も多い。まず、今回は動詞の中止形の二つの形式のみについて集計したが、否定
形や、他の品詞についても質的な観点も加え、引き続き調査を進めなければならない。また、１文中
に第１中止形・第２中止形の両方が用いられている場合についても、どのような傾向があるのかを見
なければならない。さらに、母語による中止形使用への影響についても田代（1995）で指摘されてい
た点を含め、韓国語と中国語の特徴がどのように反映されているかを検証する調査が必要であろう。
　以上の点に注目して、引き続きデータを分析し記述を進めていきたいと考えている。最終的にそれ
らを踏まえ、日本語母語話者と日本語学習者による述語中止形の使用傾向の違いを明らかにし、教育
現場に還元できるようにしたい。
【注】
注１）被調査者の日本語能力試験の結果についての情報は、韓国語母語話者の場合、30名中19名が１級（Ｎ１を含
む）合格者、３名が２級（Ｎ２を含む）合格者である。また、中国語母語話者の場合は、30名中25名が１級
合格者、３名が２級合格者となっている。
注２）今回、集計から除いたものには、ほかに次のようなものがある。①「［名詞］＋であって／［名詞］＋であり」
の形のもの。②「私も将来が不安になったから大丈夫かなぁと思って。」のように、言いさしになっている
もの。③「～てから」「～て以来」「～てか」「～ての」のように、第２中止形が助詞等と複合化したもの。
④「～により／～によって」「～に対し／～に対して」のような後置詞的な機能語。
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